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　The purpose of this study is to clarify that Japanese bees will improve the waterside environment and 
living environment of Sumida Ward.I will consider the regeneration method that increases the habitat while 
following the transition of the current Japanese bee of Sumida Ward.









だけの活動になってしまっている。 又、 都市の緑地は 
点在しているのが特徴であるが、 生態系には本来線状
の繋がりも必要である。
図 1. 墨田川高校での屋上養蜂 （筆者撮影）　　図２. 大横川でのミツバチ観察活動





図 3. 現在の活動の関係性 　図 4. 活動の点を線状に繋げる
　墨田区の空き地で見ると、 未利用地は川沿いに多く








と な る こ と が 多 い。
川 沿 い は 蜜 源 が 薄
い。ミツバチの生息




し て 計 画 す る。 ま
た、植えられている
果樹ごとに人の生活





１． 研究の背景と目的 ２． 敷地概要
図 8. 空き地
図 5. 蜜源濃度
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図 7.　拠点の展開イメージ
